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土木構造物の
破壊と寿命

マテリアル サイエンス ラボラトリー

　　代表　森吉  昭博

巻 頭 言
●compass●

　土木構造物とは無縁の言葉ですが

皆さんは人間の病気で「寛解」という

言葉をご存じでしょうか。デジタル

大辞泉によると、寛解とは病気の症

状が、一時的あるいは継続的に軽減

した状態、または見かけ上消滅した

状態をこのように呼ぶのだそうで

す。

　私はこの言葉が補修した土木構造

物にも当てはまっていると感じてい

ます。

　土木構造物では破壊と寿命が明確

でないことからもこの現象が生じて

いると思われます。すなわち、構造

物が何らかの原因で破壊するとこれ

を寿命と呼んでいると思われます

し、一方傷んだとされた表面を補修

する場合、規定通りの補修方法で修

繕しています。しかし、これがこの

寛解にあたると私は思っています。

　このように破壊と寿命を混同して

いる原因は一体何なのかを突き詰め

てみますと、それは樹脂、アスファ

ルトおよびセメントの破壊性状と寿

命が明確にされていないことからこ

のような錯誤が生じたと思われま

す。

　これら土木構造物用のセメントや

アスファルトの単体の破壊特性は未

だに明らかにされてはいません。こ

れらの単体の品質よりも混合物の圧

縮強度、曲げ強度が優先され、これ

らの引張特性は後回しとなっていま

す。このような各種の土木材料はい

ずれも劣化および変質をしますが、

このことを考慮した構造物の設計に

はなっていません。また、セメント

やアスファルトは骨材を結合させる

一種の接着材ですが、この規格が世

界中に存在しないまま、膨大な土木

材料が使用されているため、他の分

野の研究者には「理解不可能な世界」

とまで言われています。

　一方、人間がある病気で亡くなる

とき、脳死は現在では死の一つの基

準となっていますが、これに相当す

る基準が土木構造物ではほとんどあ

りません。

　この良い例は複合構造物であった

ミネアポリスの落橋で、その前年に

大規模な鋼製トラスの損傷調査を行

い、市長がまだ大丈夫と言った矢先

の事故であり、この原因は現在も不

明のままです。私はこの事故にはコ

ンクリート床版の損傷が密接に係

わっていたと想像しています。

　では土木構造物の損傷とはいかな

るものかを考えてみたいと思いま

す。

　樹脂、セメントおよびアスファル

トはすべて単一物質ではありませ

ん。このため、劣化や損傷の程度を

表現することは人間の死と同じよう

に極めて難しい作業と思われます。

セメントコンクリートの損傷では表

面の亀裂幅、カルシウム分および

フェノールフタレン塗布等による診

断をしていますが、これらの手法は

いずれもコンクリートのごく一部の

損傷を測定しているにすぎないと私

は思っています。これはアスファル

ト舗装でも同じで、変形の大きな舗

装の表面を補修した場合、その後に

深部まで健全かどうかは確認してい

ませんので、表面だけの各種の診断

技術では極めて難しいと思っていま

す。これが可能であれば、人間でい

えば、医者が聴診器を患者にあてて、

あなたの胃には癌がありますと言っ

ていることと同じと思われます。

また既設構造物の補修では、傷んだ

表面を補修すると新設と全く同じ状

態に戻るという誤った概念が米国で

４０－５０年前に提案され、現在でも

これらの構造物の寿命予測にこれが

使われていますが、これは極めて無

責任な利用方法と思われます。

　本報告ではこれらは材料の品質だ

けに限りましたが、施工の良否や施

工時の環境条件も構造物の損傷や寿

命に直接関係していると思われま

す。

　土木構造物は一般に公共施設が多

いですが、担当者はこれらの破壊概

念と構造物は自宅用に施工してい

て、費用も自己費用で築造している

という気構えを持てば、さらに長寿

命化の構造物になると私は信じてお

ります。
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